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国立がん研究センター研究所医療AI研究開発分野・分野長
一般社団法人日本メディカルAI学会・代表理事

浜本 隆二

医薬品・医療機器の開発において、AIがどのように
活用されているか
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人工知能（AI）を活用した統合的ながん医療システム開発
プロジェクトの概要
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プロテオーム

新規がん診断システム
個別化医療

実現支援システム

新規創薬設計システム

医療費削減に貢献実臨床への応用を最重要視

ヘルスケア産業への展開

オミックス情報
医用画像情報 (内視鏡画像・
放射線画像・病理画像等)

臨床情報

PDXモデルの情報 病理診断レポート・読
影レポート情報

がん医療情報
統合データベースの構築

（日常診療を妨げないで効率的な情
報収集を行う）

人工知能[AI]技術
(機械学習・深層学習)

JST AIPネットワークラボ/CREST「人工知能」研究領域
研究代表：浜本 隆二

2018年からは内閣府主導の官民研
究 開 発 投 資 拡 大 プ ロ グ ラ ム
（PRISM）「新薬創出を加速する人
工知能の開発がCRESTプロジェクトに
アドオンされ、また2023年６月より内
閣府BRIDGE事業「医療デジタルツイ
ンの発展に資するデジタル医療データ
バンク構想」が開始された。

AI技術を用いて大規模な医療データに潜在的に含ま
れている特徴量を抽出する
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これまでの成果：内視鏡診断支援AI及びAI開発プラットフォーム

大腸がんおよび前がん病変発見の為のリアルタイム内視鏡診断サポートシ
ステムに関して2020年に管理医療機器（Class II）として薬事承認をう
け（承認番号：30200BZX00382000）、また欧州においても医療機
器製品の基準となるCEマークの要件に適合した。また、 バレット食道の腫
瘍検知にも応用し、世界で初めて製品としてCEマークに適合した。

WISE VISIONTM : 内視鏡用AI診断医療機器の開発

©2023 Ryuji Hamamoto,
Division of Medical AI Research and Development

National Cancer Center Japan
3

SYNAPSE Creative Spaceの製品化

アノテーション

SYNAPSE SAI viewer
*1
, 

SYNAPSE VINCENT
*2
で培った

画像編集技術を利用可能

複数シリーズを使った高度な

アノテーションも可能

・正解データの進捗管理

・AI学習用のPCスケジュール管理
・学習の自動実行
・学習モデルの管理

画像情報 アノテーション

プロジェクト情報臨床情報

学習計画 AIモデル

学習管理

AI開発に必要な情報を

一元管理

プロジェクト管理

ダッシュボード

アノテーションワークリスト

学習状況管理

AI実行

学習済モデルを用いて、

更なる追加学習データを
効率的に作成

学習した結果を

即座に表示可能

AI開発を All in One でサポートするプラットフォームを実現します！

AI活用学習学習モデルの設定アノテーションデータ移送／匿名化

販売名：画像診断ワークステーション用プログラム FS-V686型

認証番号：231ABBZX00028000

販売名：販売名：富士画像診断ワークステーション FN-7941型

認証番号：22000BZX00238000

*1 *2
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皮膚画像解析AI・超音波解画像解析AI・心電図解析AI
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皮膚科写真データ 12万枚

深層学習による学習（教
師あり深層学習）

悪性黒色腫：1611枚、基底細胞癌：401枚
母斑(ほくろ)：2837枚、脂漏性角化症：746枚
血腫/血管腫：172枚、老人性色素班：79枚

アノテーション

n = 5846

褐色調～黒色調皮膚病変 抽出

予測試験

n = 4720 n = 666

試験に用いたデータは
1枚/患者のみ使用

皮膚画像解析AIの開発

86.279.374.8
精度

Median (%)

非専門医 専門医 AI

P < 0.01

P = 0.0698

P < 0.00001

精
度

正常胎児

先天性心疾患（ファロー四徴症）

AIを用いた胎児心臓超音波スクリーニング
システムの開発

ＡＩ及びリモートテクノロジーを用いた心房細動の早期
発見により清水区を脳梗塞の少ないまちにする地域医

療プロジェクト（SPAFS)

2021年度より静岡市・清水医師会との共同事業を開始
している。12誘導心電図のAIによる解析と、肢誘導加算
平均心電図のフラグメント解析を行い、発作性心房細動
の発症を予測する。その結果、心房細動有病リスクが高い
と推定された方には、小型1Ch心電図モニタリング・スマー
トウォッチ型脈波センサーによる脈波モニタリングを行い、リ
モート診断によって心房細動を早期発見して先制治療に
結びつけることを目標とする。2022年3月31日の時点で、
３名の方において、今まで未診断だった隠れ心房細動を
発見し、脳梗塞予防の治療を開始することができた。
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AIを活用した創薬ターゲット探索
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出典：厚生労働省ホームページより抜粋（https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000490831.pdf）
2022年9月20日アクセス
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オミックスデータ

NCC
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515RNA-seq解析

579DNAメチル化解析

582全エクソーム解析
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AMEDの全ゲノムプロジェクトと連携しており、データは統合していくことを予定している。
【PRISMと全ゲノムプロジェクトのデータを合わせた肺がん症例数（参考資料）】
*肺がん症例数（臨床情報）：約2200症例
*全ゲノム解析データ：約1800症例
*RNA-seqデータ：約2100症例

AI解析を志向した世界最大規模の
肺がん統合データベースの構築

Jo et al., Mol Cancer Ther (2022)

Pan-negative肺がん症例の中でスーパーエンハンサー形成によるHER2過剰発現肺がん
患者に対する新しい治療戦略となる可能性が示唆された

社会実装の状況

*深層学習を活用して肺腺がん予後良好群と予後不良群を分類するプラットフォームを構
築した。また、肺腺がんの予後に係る新規遺伝子を複数同定した（がん治療標的候補）。
構築したプラットフォームは、Multiomics_Analyzerという名称でオープンプラットフォーム<
峰＞に搭載した。
*Deep Autoencoderを応用したReverse Phase Protein Array (RPPA) 
Analysisというプラットフォーム、及びDiet Networksを改変した
Modified_Diet_Networksというプラットフォームを開発しオープンプラットフォーム<峰>
に搭載した。
*肺がん統合データベースをマルチモーダルに解析することで、deriver遺伝子変異が見つ
かっていない肺がん (pan-negative肺がん）患者さんにおいて、スーパーエンハンサーを形
成することで、HER２過剰発現が誘導される分子メカニズムを解明した。
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出典：厚生労働省ホームページより抜粋（https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000944411.pdf）
2022年9月20日アクセス

厚生労働科学研究費補助金・政策科学総合研究事業
AIを活用した医療機器の開発・研究におけるデータ利用の実態把握と課題抽出に資する研究

個人情報のままでのデータ利活用の困難さ、解消に向けた方策の必要性

研究代表
中野 壮陸 公益財団法人医療機器センター

令和３年度

【研究協力者】（50 音順）
島原 佑基 エルピクセル株式会社
殿村 桂司 長島・大野・常松法律事務所
中田はる佳 国立がん研究センター
鍋田 敏之 富士フイルム株式会社
浜本 隆二 国立がん研究センター
待鳥 詔洋 国立国際医療研究センター
森 健策 名古屋大学
山本 隆一 医療情報システム開発センター
松橋 祐輝 公益財団法人医療機器センター

厚生労働省大臣官房厚生科学課
個人情報保護委員会事務局
一般社団法人日本医療機器産業連合会

https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000944411.pdf
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厚生労働科学研究費補助金・政策科学総合研究事業
倫理的法的社会的課題研究事業（令和４年度～令和５年度）
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